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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第67期

第１四半期連結
累計期間

第68期
第１四半期連結
累計期間

第67期

会計期間

自平成24年
４月１日
至平成24年
６月30日

自平成25年
４月１日
至平成25年
６月30日

自平成24年
４月１日
至平成25年
３月31日

売上高（千円） 4,013,3473,833,60014,010,173

経常利益（千円） 209,377 236,786 573,326

四半期（当期）純利益（千円） 72,687 131,953 439,862

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
36,840 147,086 427,149

純資産額（千円） 10,874,90911,102,65211,205,397

総資産額（千円） 18,842,23619,152,58418,942,619

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
1.59 2.91 9.66

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 57.7 58.0 59.2

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。　

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。
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２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。　

（1）業績の状況　

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、日本銀行の金融緩和策や政府の経済財政政策への期待感か

ら、株式市場の活況など一部に景気回復の兆しが見られましたが、円安による輸入価格の上昇や新興国経済の成長

鈍化など懸念材料もあり、依然として先行き不透明な状況で推移いたしました。個人消費につきましても、厳しい

雇用情勢、所得環境及び将来の生活への不安感を背景とした節約志向が根強く、本格的な回復には至っておりませ

ん。

　このような状況のもと、当社グループでは、新製品の投入、販路の拡大、各種メディアを利用しての販売促進等、積

極的な営業活動を展開いたしました。しかしながら、消費が全般的な力強さを欠いていることにより、需要が比較

的低価格の商品に集まったこと、加えて需要期である５月の低温により遮熱関連商品等の売上が減少したことか

ら、当第１四半期連結累計期間の売上高は、38億３千３百万円（前年同期比4.5％減）となりました。

　収益面では、グループ企業一体となって経営の効率化に努めました結果、営業利益は２億４千８百万円（前年同

期比14.2％増）、経常利益は２億３千６百万円（前年同期比13.1％増）、四半期純利益は１億３千１百万円（前年

同期比81.5％増）となりました。

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

＜塗料事業＞

　当事業は、当社の主力商品である家庭用塗料及び金属用・プラスチック用等の工業用塗料の製造及び販売並びに

塗装工事等を行っております。　

　当第１四半期連結累計期間におきましても、店頭での販売促進、店内シェアの拡大をはかるとともに、新規顧客の

獲得に向け積極的な営業活動を展開いたしました。その結果、一部では高価格帯でありながら売れ行きの好調な商

品もありましたが、全体として主力商品である家庭用塗料の売上が減少したことから、当事業全体の売上高は、23

億９千４百万円（前年同期比4.1％減）となりました。

＜ＤＩＹ用品事業＞

　当事業は、プラスチック障子紙や遮熱シート等のインテリア用品、住宅用補修材やワックス等のハウスケア用品

及び園芸用品等の製造及び販売を行っております。　

　当事業におきましても、消費者ニーズに応えた新製品の投入や積極的な販売促進活動とともに、新規顧客への提

案営業等に注力いたしました。しかしながら、遮熱関連等のインテリア用品の売上が減少したことから、当事業全

体の売上高は、13億９千万円（前年同期比5.3％減）となりました。

＜その他＞

　その他の事業は、物流サービス業及び賃貸業等を行っており、売上高は４千８百万円（前年同期比0.6％増）とな

りました。　

　

（2）事業上及び財務上の対処すべき課題　

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。　

（3）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、５千３百万円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 130,000,000

計 130,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年８月９日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 46,230,000 46,230,000
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数　

1,000株

計 46,230,000 46,230,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年４月１日～

平成25年６月30日　
－ 46,230,000 － 5,869,017 － 2,418,409

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。　

①【発行済株式】

 平成25年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式   1,034,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  44,643,000 44,643 －

単元未満株式 普通株式   　553,000 － －

発行済株式総数 46,230,000 － －

総株主の議決権 － 44,643 －

 

②【自己株式等】

 平成25年６月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社アサヒペ

ン（自己株式）

大阪市鶴見区鶴見

四丁目１番12号
919,000 － 919,000 1.99

昭和精機工業株式

会社

静岡県菊川市赤土

1899番地の１
115,000 － 115,000 0.25

計 － 1,034,000 － 1,034,000 2.24

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平成

25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、近畿第一監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,794,385 5,330,693

受取手形及び売掛金 ※2
 3,262,305

※2
 3,948,101

商品及び製品 2,493,565 2,318,613

仕掛品 30,014 31,067

原材料及び貯蔵品 239,088 246,388

前払費用 67,676 58,489

繰延税金資産 123,163 45,090

その他 97,191 106,424

貸倒引当金 △40,211 △48,184

流動資産合計 12,067,179 12,036,684

固定資産

有形固定資産

土地 3,584,064 3,583,968

その他（純額） 1,422,750 1,543,857

有形固定資産合計 5,006,815 5,127,826

無形固定資産 230,412 225,903

投資その他の資産 ※1
 1,638,211

※1
 1,762,168

固定資産合計 6,875,439 7,115,899

資産合計 18,942,619 19,152,584

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 1,174,981

※2
 1,453,963

短期借入金 2,070,000 2,020,000

1年内償還予定の社債 500,000 500,000

未払法人税等 42,859 24,774

引当金 112,803 56,602

その他 559,849 725,794

流動負債合計 4,460,495 4,781,135

固定負債

社債 1,000,000 1,000,000

長期借入金 900,000 900,000

退職給付引当金 725,644 720,796

役員退職慰労引当金 156,227 161,840

資産除去債務 65,974 65,981

その他 428,879 420,177

固定負債合計 3,276,726 3,268,796

負債合計 7,737,221 8,049,931
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 5,869,017 5,869,017

資本剰余金 4,166,518 4,166,518

利益剰余金 1,274,280 1,157,027

自己株式 △131,189 △131,813

株主資本合計 11,178,627 11,060,750

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 26,769 41,902

その他の包括利益累計額合計 26,769 41,902

純資産合計 11,205,397 11,102,652

負債純資産合計 18,942,619 19,152,584
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

売上高 4,013,347 3,833,600

売上原価 2,620,350 2,518,508

売上総利益 1,392,997 1,315,091

販売費及び一般管理費 1,175,094 1,066,189

営業利益 217,903 248,902

営業外収益

受取利息 12,566 12,113

受取配当金 10,656 10,480

受取地代家賃 45,418 43,238

その他 22,300 16,607

営業外収益合計 90,941 82,440

営業外費用

支払利息 13,036 10,092

支払地代家賃及び減価償却費 60,401 66,257

その他 26,029 18,206

営業外費用合計 99,467 94,555

経常利益 209,377 236,786

特別損失

投資有価証券評価損 72,356 －

特別損失合計 72,356 －

税金等調整前四半期純利益 137,021 236,786

法人税、住民税及び事業税 6,505 26,760

法人税等調整額 57,828 78,072

法人税等合計 64,334 104,833

少数株主損益調整前四半期純利益 72,687 131,953

四半期純利益 72,687 131,953
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 72,687 131,953

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △35,846 15,132

その他の包括利益合計 △35,846 15,132

四半期包括利益 36,840 147,086

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 36,840 147,086
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額
　

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

投資その他の資産 28,475千円 27,402千円
　
　

※２　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、当四

半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期連結会計期間

末日残高に含まれております。
　

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

受取手形 131,095千円 82,722千円

支払手形 23,911　 159,309　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結

累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

減価償却費 47,876千円 54,261千円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日

定時株主総会
普通株式 251,664 5.5平成24年３月31日平成24年６月29日利益剰余金　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日

定時株主総会
普通株式 249,207 5.5平成25年３月31日平成25年６月28日利益剰余金　
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 
報告セグメント その他

（注）
合計

塗料事業 ＤＩＹ用品事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 2,496,2071,468,6103,964,81848,5294,013,347

セグメント間の内部売上高又は

振替高
3,018 － 3,018 － 3,018

計 2,499,2251,468,6103,967,83648,5294,016,366

セグメント利益 126,326 82,716 209,043 9,097 218,140

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物流サービス業及び賃貸業等を含

んでおります。　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）　

　 （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 209,043

「その他」の区分の利益 9,097

セグメント間取引消去 △237

四半期連結損益計算書の営業利益 217,903
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 
報告セグメント その他

（注）
合計

塗料事業 ＤＩＹ用品事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 2,394,6621,390,1033,784,76548,8353,833,600

セグメント間の内部売上高又は

振替高
1,711 － 1,711 － 1,711

計 2,396,3731,390,1033,786,47648,8353,835,311

セグメント利益 182,188 57,228 239,416 9,523 248,940

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物流サービス業及び賃貸業等を含

んでおります。　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）　

　 （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 239,416

「その他」の区分の利益 9,523

セグメント間取引消去 △38

四半期連結損益計算書の営業利益 248,902

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

　１株当たり四半期純利益金額 1円59銭 2円91銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 72,687 131,953

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 72,687 131,953

普通株式の期中平均株式数（千株） 45,756 45,307

　　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。　

　

２【その他】

　該当事項はありません。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年８月８日

株式会社アサヒペン

取締役会　御中

近畿第一監査法人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 岡野　芳郎　　印

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 伊藤　宏範　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アサヒペ

ンの平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平

成25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アサヒペン及び連結子会社の平成25年６月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

　

利害関係　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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